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２８９名 
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進んで勉強する子<学ぶ> 

なかよく協力する子〈磨く〉 

健康でたくましい子〈鍛える〉 

学校教育目標 

１学期の終業式で、「夏休み中の『時を守り、場を清め、礼を正す』ってどん

なことだろう」と子供たちに問いかけてみたところ、いろいろな答えが返ってき

ました。長い夏休み、常に意識しながら生活できたでしょうか。いよいよ今日か

ら、２学期のスタートです。 

新聞に、興味深い研究結果が載っていました。滋賀大学のある研究室で小学生

１３人を招き１人ずつ昼寝をしてもらい、深い眠りに落ちたことを脳波で確認

し、待つこと５分。３通りの音声を同じ音量で聞かせ、目覚めるまでの時間を比

べたところ…。 

ピッピッピの電子音だと平均３１０秒、それぞれの母親にあらかじめ録音し

てもらった声だと３１秒、見知らぬ女性の声だと２６秒。２つの声の差は統計学

上、誤差の範囲内にあるとのこと。この研究室の教授は「音より声、声より名の

方がインパクトが大きいとわかりました。」と話していて、父親や家族の声であ

れ、声優の声であれ、同様の結論が得られるとみているそうです。 

諸外国と比べて、日本の子供たちは「夜更かし」型だと指摘されてきました。

教室で眠気に襲われる子も珍しくなく、子供の５人に１人が睡眠の問題を抱え

ているという調査もあります。 

実験に使った声では、「いつまで寝てるの」「いい加減に起きて」は一律に封印

し、ひたすら名前を呼び掛けたそうです。保護者の皆様、朝はガミガミ言わなく

ても名前の連呼だけでどうやら十分みたいです。なんたって電子音の１０倍効

きますから。 

２学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 
２学期より、     非常勤講師が着任いたしました。専科講師として、４～６年生の理

科の授業を担当します。よろしくお願いします。 



赤城林間学校（５年） 7月２６日（金）から１泊２日で、

国立那須甲子青少年自然の家で林間学校を行いました。豊か

な自然の中で、トレッキング、キャンプファイヤー等の体験

学習を行いました。集団生活でのルール、マナーを守って楽

しく活動できました。これらの体験を、今後の生活に役立て

て欲しいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

入所式 トレッキング 

トレッキング 夕べのつどい 

キャンプファイヤー 

９月予定 

８・９月分の学費口座振替について 

９月１０日（火）は学費口座引き落とし日です。ご準備

をよろしくお願いいたします。 

ゲームで交流 

朝のつどい だるまの絵付け 


